











































Report of Activities of “Hokurikugakuin University Creation Group” 
and What Students are Learning
北陸学院大学クリエーショングループの活動と学生の学び
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で実施）で 13 時～ 13 時 30 分と 15 時～ 15 時 30
分の 2回の実演を行うものである。
毎回、13 時～ 13 時 30 分と 15 時～ 15 時 30 分





必死なのだそうである。事実、13 時からと 15 時
からの学生達のパフォーマンスの違いは明らかで
あり、その上達ぶりには毎回驚かされた。
（写真３）と（写真４）を見ていただきたい。
この写真は北陸学院大学クリエーショングループ
の活動に参加した朗読部学生による絵本の読み聞
かせの時の様子を撮影したものである。朗読部の
学生には幼児児童教育学科の学生は 1 人もいな
い。普段は老人や大人への朗読を主な活動として
いるため、最初の実演では子どもから絵本が見や
すい正面には座らず、子どもの姿や様子に目を向
けることもなく、一生懸命絵本を読んでいる。（写
真３）しかし、自由時間を経た後、読み手の学生
は子どもの方を向き、子ども達の反応を見ながら
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読んでいる様子がわかる。（写真４）この変化は、
学生達の「今まで大人の方に読むときは一方的に
本を読んでいればよかったが、子ども達の前で読
む時は、子どもの反応を見ながら、読むスピード
にも気をつけ、子どもを受け入れなくてはいけな
いことや、子どもは自分の思い通りにはいかない
ことに気づいた。」という感想にあるように、子
ども達から直に受ける素直な反応が大きく関係し
ており、実演を通して子どもと学生が直接ふれあ
う経験が学生達を真剣にさせ、子どもへの理解を
深めるための一助となることを再認識した。
３．まとめ
2009 年に「北陸学院大学クリエーショングルー
プ」が発足して約 2年が経過したが、本報告にこ
れまでの活動をまとめ、改めて様々な活動に参加
してきたことを感じた。活動のほとんどは、日曜
日または祝日であるが、学生達から不満の声を聞
いたことは一度もなく、自ら進んで何度も活動に
参加してくれる学生が数多くいた。
「北陸学院大学クリエーショングループ」の活
動の特徴は、子ども達や親子の前で、学生が「演
じる」ことである。そのために、場の状況、子ど
も達や親子の反応を想像しながら準備し、本番に
臨む。演じ終わった後、学生達が演じている間に
感じた様々なことを嬉々として話しているのを聞
いていると、学生達は準備してきた内容をただ一
方的に出しているのではなく、演じながら子ども
達や親子の反応を感じ、それを受けて自分達も楽
しむ体験をしていることがわかる。学生達が演じ
ている間、担当者は学生を会場の隅で見守るだけ
であるが、演じている学生達が回を重ねる毎に上
手くなり、自信と余裕を持って演じていることが
見ていてはっきりとわかった。これは、学生達が
演じながら子ども達や親子の反応を直接感じるこ
とにより、自分達の演じた内容に対する反省や次
への課題が学生達一人ひとりの中から自然に沸き
起こり、次の学びへの意欲に繋がっているからで
あろう。
本学に勤務し、学生と関わる中で、自分自身の
ことを上手く表現できず悩んでいる学生に、これ
まで数多く出会ってきた。時間をかけ、ゆっくり
と向き合い、話をするうちにぽつりぽつりと自分
のことを話し始め、話すうちにいろいろなものを
抱え、本当は自分のことをわかってほしいのに上
手く自分を表現できず悩んでいることがよくわか
る。このような学生達に対して、ストレートに自
分自身を表現することを求めるのではなく、教材
などの物を用いて演じることを通して、間接的に
自分を表現する体験は重要なのではないかと考え
る。これからの「北陸学院大学クリエーショング
ループ」は、そのような学生達も参加できるよう
に、実演を通した子どものための活動を、学科を
超えた全ての学生達に今以上に呼びかけていきた
いと考えている。
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